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第
四
百
六
十
五
回 

青
葉
会
句
会
選
句
表 

 

令
和
七
年
一
月
二
十
三
日(

木)  
 

初
句
会 

場
所
：
世
田
谷
区
三
茶
し
ゃ
れ
な
あ
ど 

選 
 
 

者 

川
口
孤
舟 

投
句
・
選
句 
今
井
紀
久
男 

柿
崎
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

熊
谷
く
に
お 

後
藤
と
み
子 

小
早
健
介 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

在
間
千
恵 

佐
藤
た
だ
し
げ 

高
橋
康
敏 

田
島
正
己 

土
谷
堂
哉 

豊
田
ゆ
た
か 

西
澤
國
護 

 
福
島
正
明 

古
川
百
合
子 

古
田
昇 

星
田
啓
子 

山
崎
亜
也 

山
田
け
い
子 

山
内
天
牛 

 

渡
邊
盛
雄 

 

選
句
の
み 

 

伊
賀
山
そ
ら
お
、
梅
崎
く
す
を 

重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

 
 
 
 
 
 

山
本
三
恵 

【
互 

選 

句
】 

◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

 

選
者
欄
の
○
は
選
者
の
「
天
」 

 
 
 

十
二
点 

噺
家
の
す
る
り
脱
ぎ
お
く
冬
羽
織 

 
 

と
み
子 

（
紀
・
忠
・
く
・
健
・
千
・
清
・
堂
・
昇
・
啓
・ 

け
・
三
・
天
） 

九
点 

◎
駒
を
さ
す
指
し
な
や
か
や
初
座
敷 

 
 

く
に
お 
（
紀
・
孤
・
千
・
康
・
堂
・
國
・
允
・
啓
・
盛
） 

◎
こ
の
恋
の
歌
だ
け
は
取
る
歌
留
多
会 

 

け
い
子 

（
紀
・
く
す
・
孤
・
健
・
千
・
孝
・
清
・
康
・    

亜
） 

八
点 良

く
噛
め
と
言
わ
れ
る
歳
の
雑
煮
か
な 

 
 

忠
彦 

 
(

そ
・
紀
・
た
・
龍
・
ゆ
・
堂
・
正
・
盛) 

主
語
述
語
な
く
と
も
夫
婦
鮟
鱇
鍋 

 
 
 
 

孤
舟 

（
〇
く
す
・
紀
・
と
・
孝
・
〇
己
・
百
・
け
・ 

〇
盛
） 

◎
玉
砂
利
が
リ
ズ
ム
を
刻
む
初
詣 

 
 
  
 

け
い
子  

（
そ
・
孤
・
千
・
た
・
清
・
國
・
正
・
天
） 

 

七
点 遠

富
士
の
春
を
寿
ぐ
白
さ
か
な 

 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
そ
・
五
・
龍
・
己
・
堂
・
隆
・
昇
） 

 

六
点 

◎
凍
星
の
ま
た
た
き
の
な
か
尾
灯
ゆ
く 

 
 
 

百
合
子 

 
 

（
く
す
・
孤
・
龍
・
康
・
允
・
亜
） 

 

五
点 

◎
大
年
の
潟
さ
ざ
波
の
浮
寝
か
な 

 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 

（
孤
・
允
・
啓
・
け
・
三
） 

宝
船
回
文
知
り
し
母
は
な
く 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
〇
紀
・
と
・
己
・
啓
・
亜
） 

老
い
る
と
も
脱
皮
で
き
る
か
大
旦 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
く
す
・
と
・
〇
孝
・
百
・
三
） 

◎
年
賀
状
す
つ
か
り
束
の
薄
く
な
り 

 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
孤
・
忠
・
く
・
健
・
昇
） 

◎
雪
女
萬
代
橋
を
わ
た
り
来
る 

 
 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 

（
紀
・
孤
・
五
・
亜
・
三
） 

 

四
点 裸

木
と
な
り
て
矜
恃
の
深
ま
り
ぬ 

 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
く
す
・
五
・
孝
・
百
） 

読
初
や
を
さ
な
ご
膝
に
「
ぐ
り
と
ぐ
ら
」 

 
 

康
敏 

 
 

（
清
・
己
・
堂
・
天
） 

恐
る
恐
る
値
札
確
か
め
春
キ
ャ
ベ
ツ 

 
 
 
 

正
明 

 
 

（
忠
・
た
・
ゆ
・
啓
） 

一
人
居
の
母
に
持
た
せ
る
節
料
理 

 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
〇
そ
・
紀
・
く
・
亜
） 
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初
春
や
富
士
玲
瓏
と
湖
に
立
つ 

 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
く
・
己
・
堂
・
〇
允
） 

天
使
ら
の
囁
き
の
ご
と
氷
霧
舞
ふ 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
五
・
と
・
ゆ
・
け
） 

カ
ン
カ
ン
と
凍
む
る
靴
音
巴
里
の
路
地 

 
 
 

啓
子 

 
 

（
紀
・
た
・
昇
・
け
） 

江
戸
か
ら
の
処
方
箋
か
な
玉
子
酒 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
健
・
清
・
ゆ
・
國
） 

 

三
点 初

芝
居
気
合
を
こ
め
て
大
向
ふ 

 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

（
忠
・
五
・
天
） 

冬
銀
河
へ
昇
る
硝
子
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー 

 
 
 

孤
舟 

 
 

（
康
・
百
・
け
） 

む
さ
さ
び
の
翔
ん
で
闇
夜
を
引
き
裂
き
ぬ 

 
 
 

仝 
 
 

（
と
・
康
・
正
） 

初
釜
や
穏
や
か
な
日
々
願
ひ
つ
つ 

 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
と
・
た
・
昇
） 

◎
蔵
の
扉
に
空
襲
の
跡
水
仙
花 

 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

（
孤
・
く
・
百
） 

福
笹
の
千
両
箱
の
軽
き
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

（
た
・
亜
・
〇
三
） 

日
短
や
人
も
無
口
な
帰
り
道 

 
 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 

（
そ
・
清
・
國
） 

駄
目
で
す
と
医
者
に
べ
も
な
く
冬
の
旅 

 
 
 

堂
哉 

 
 

（
健
・
ゆ
・
天
） 

冬
の
陽
の
金
継
グ
ラ
ス
に
虹
醸
す 

 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

（
そ
・
く
・
〇
龍
） 

二
日
三
日
箱
根
駅
伝
見
て
過
す 

 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 

（
忠
・
隆
・
正
） 

 

二
点 志

ん
朝
のyou

tube

見
て
初
笑
い 

 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
千
・
昇
） 

ド
ラ
マ
あ
り
冬
の
駅
伝
中
継
点 

 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 

（
そ
・
紀
） 

妣
の
手
な
る
レ
シ
ピ
は
今
も
節
料
理 

 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
紀
・
允
） 

丹
波
路
の
闇
深
け
れ
ば
牡
丹
鍋 

 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

（
正
・
啓
） 

待
つ
う
ち
に
心
清
ま
る
除
夜
詣 

 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 

（
紀
・
百
） 

合
唱
に
捧
げ
し
友
よ
寒
昴 

 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

（
紀
・
孝
） 

新
調
の
前
掛
け
亭
主
女
正
月 

 
 
 
 
 
 
 
  

仝 
 
 

（
健
・
盛
） 

◎
雪
時
雨
受
け
て
た
た
ず
む
五
重
の
塔 

 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

（
紀
・
孤
） 

初
雪
の
深
み
を
見
る
に
恐
れ
増
し 

 
 
 
 
 

國
護 
 
 

（
紀
・
五
） 

脳
ト
レ
と
万
歩
に
励
む
去
年
今
年 

 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
ゆ
・
盛
） 

今
が
旬
鰤
大
根
の
夕
餉
か
な 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

（
國
・
天
） 

壷
に
挿
す
梅
綻
ぶ
や
松
の
内 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

（
く
す
・
康
） 

バ
レ
エ
観
し
昔
日
憶
ふ
露
都
の
雪 

 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

（
紀
・
國
） 

人
の
世
に
祈
ぎ
事
多
し
初
恵
比
須 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
紀
・
〇
千
） 

 

一
点 や

り
切
っ
た
オ
ー
ル
早
稲
田
の
ラ
ガ
ー
善
戦
す 

紀
久
男 

  
(

隆)
 

書
初
し
硯
を
洗
い
心
も
洗
う 

 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

  

（
隆
） 

去
年
今
年
玻
璃
越
し
に
逢
ふ
新
生
児 

 
 
 
 
 

孤
舟 

 

（
己
） 

蕪
蒸
向
ひ
は
御
所
の
夕
木
立 

 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 

（
三
） 

年
の
瀬
や
急
に
旅
立
つ
無
情
か
な 

 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 

（
隆
） 

初
詣
襟
を
直
し
て
願
を
か
け 

 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 

（
忠
） 

新
年
会
ワ
イ
ン
に
洋
風
和
風
消
え 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
〇
正
） 

三
が
日
和
服
襟
巻
き
賽
銭
を 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

仝 
 

（
盛
） 
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望
見
す
る
未
来
や
今
朝
の
初
氷 

 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 

（
龍
） 

金
婚
の
妻
と
を
ろ
が
む
初
日
の
出 

 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
允
） 

冬
の
虹
濃
き
朝
焼
け
に
呼
ば
れ
し
や 

 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

（
龍
） 

牡
丹
焚
く
紅
樓
夢
な
ら
黛
玉
で 

 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

（
孝
） 

◎
正
月
や
ボ
ー
ル
蹴
る
音
よ
く
響
く 

 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 

（
孤
） 

 

【
句 

評
・
短 

評
】 

十
二
点
句 

噺
家
の
す
る
り
脱
ぎ
お
く
冬
羽
織 

 
 
 

と
み
子 

 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
所
作
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
本
題
に 

天
牛
さ
ん
・
・
・「
す
る
り
」
で
決
ま
り
で
す
ね
。
し
か
し
、
冬
羽
織
が
ど
う
い
う
も
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
・
・ 

九
点
句 

駒
を
さ
す
指
し
な
や
か
や
初
座
敷 

 
 
 

く
に
お 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
最
近
の
名
人
は
豪
快
さ
と
無
骨
さ
が
消
え
た
よ
う
だ
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
確
か
に
盤
に
駒
を
置
く
仕
草
は
個
性
あ
り
つ
つ
も
な
か
な
か
美
し
か
っ
た
り
し
ま
す
ね
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
し
な
や
か
な
指
で
西
山
女
流
三
冠
が
浮
か
ん
だ
。
今
回
は
残
念
だ
っ
た
が
、
再
挑
戦
を
期
待
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
今
年
も
藤
井
君
は
快
調
の
よ
う
で
す
ね 

こ
の
恋
の
歌
だ
け
は
取
る
歌
留
多
会 

 
 

け
い
子 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
特
に
こ
の
恋
の
札
だ
け
は
命
が
け
で
（
？
）
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
。 

健
介
さ
ん
・
・
・
誰
に
も
是
非
取
り
た
い
「
こ
の
一
枚
」
は
あ
る
よ
う
で
す
ね
、
不
肖
私
に
も
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
こ
う
い
う
こ
だ
わ
り
好
き
で
す
ね
～
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
あ
ま
り
見
な
く
な
っ
た
歌
留
多
会
。
学
生
の
頃
は
振
袖
姿
が
混
じ
り
賑
や
か
だ
っ
た
。 

参
考
「
恋
歌
留
多
ば
か
り
取
り
た
る
漢
か
な 

佐
伯
啓
子
」 

亜
也
さ
ん
・
・
・
和
泉
式
部
か
式
子
内
親
王
。
や
は
り
式
子
内
親
王
か
な
？ 

八
点
句 

良
く
噛
め
と
言
わ
れ
る
歳
の
雑
煮
か
な 

 
 

忠
彦 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
納
得
。
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
！ 

龍
平
さ
ん
・
・
・
ハ
イ
ハ
イ
と 

頷
く
我
の 

米
寿
か
な 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
何
か
と
注
意
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
！ 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
家
族
か
ら
度
々
の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
、
身
に
沁
む
昨
今
で
す
。 

主
語
述
語
な
く
と
も
夫
婦
鮟
鱇
鍋 

 
 
 
 

孤
舟 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
阿
吽
の
呼
吸
と
で
も
言
う
の
で
し
よ
う
か
？ 

正
己
さ
ん
・
・
・
あ
っ
た
か
い
鍋
と
夫
婦
円
満
何
よ
り
で
す
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
長
年
連
れ
添
っ
た
ご
夫
婦
の
味
に
乾
杯
！ 

盛
雄
さ
ん
・
・
・‶

あ
れ
〟‶

そ
れ
〟
で
全
て
通
じ
る
熟
年
夫
婦
。
ユ
ニ
ー
ク
な
一
句
。
天
に
頂
き
ま
し
た
。 

玉
砂
利
が
リ
ズ
ム
を
刻
む
初
詣 

 
 
 
 
 

け
い
子 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
延
々
と
続
く
参
詣
者
の
靴
音
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
時
に
う
る
さ
い
で
す
け
ど
。。。（
笑
） 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
初
詣
客
の
玉
砂
利
の
音
を
面
白
く
捉
え
て
い
る
中
７
が
良
い
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
明
治
神
宮
で
し
ょ
う
か
。
今
年
は
己
の
鈴
を
孫
が
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。
九
十
六
歳
に
な
り
ま
し

た
。 
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七
点
句 

遠
富
士
の
春
を
寿
ぐ
白
さ
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

 

千
恵 

 
 

 
五
郎
太
さ
ん
・
・
初
富
士
を
う
ま
く
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
さ
れ
ま
し
た
。 

龍
平
さ
ん
・
・
・
富
士
山
は
永
劫 

日
本
の
心 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
わ
れ
わ
れ
関
西
人
に
は
誠
に
羨
ま
し
い
景
色
で
す
。
幸
い
、
先
日
七
里
ガ
浜
か
ら
少
し
眺
め
る
こ
と
が
出 

来
ま
し
た
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
富
士
の
白
さ
は
春
の
兆
し
。
昨
年
は
初
冠
雪
が
遅
か
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
の
パ
リ
協
定
離
脱
で
温
暖
化 

が
進
む
。
白
さ
が
益
々
貴
重
。 

 

六
点
句 

凍
星
の
ま
た
た
き
の
な
か
尾
灯
ゆ
く 

 
 
 
 
 

百
合
子 

  

孤
舟
選
者
・
・
・
渋
滞
の
高
速
道
で
テ
ー
ル
ラ
ン
プ
が
連
な
り
、
凍
星
た
ち
に
溶
け
込
ん
で
ゆ
く
よ
う
だ
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
正
月
休
み
最
後
の
日
、
高
速
道
路
に
ぎ
っ
し
り
テ
ー
ル
ラ
ン
プ
が
続
く
。 

参
考
「
渋
滞
の
尾
灯
ど
こ
ま
で
年
の
暮  

川
崎
寿
重
」 

亜
也
さ
ん
・
・
・
夜
空
に
漂
う
詩
情
。
ひ
ら
が
な
な
の
も
い
い
。 

 

五
点
句 

宝
船
回
文
知
り
し
母
は
な
く 

 
 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

 

啓
子
さ
ん
・
・
・
挿
絵
画
家
で
も
あ
っ
た
勘
亭
流
江
戸
文
字
の
私
の
師
匠
が
お
正
月
の
ご
挨
拶
に
伺
う
と
、
枕
の
下
に
、 

と
七
福
神
の
絵
に
こ
の
回
文
を
つ
け
た
半
紙
を
下
さ
っ
た
想
い
出
が
甦
り
ま
し
た
。
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
な
か
き
よ
の…

懐
か
し
く
も
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
。 

老
い
る
と
も
脱
皮
で
き
る
か
大
旦 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
今
年
は
巳
年
だ
け
に
一
層
そ
う
思
い
ま
す
ね
。
伸
び
代
は
、
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
思
い
た
い
で
す
。 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
歳
は
取
っ
て
も
、
新
し
い
年
に
む
け
て
精
進
す
る
気
概
を
宣
言
す
る
よ
う
な
句
。
共
感
し
ま
す
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
こ
の
気
概
を
私
も
持
ち
た
い
！ 

脱
帽
で
す
。 

大
年
の
潟
さ
ざ
波
の
浮
寝
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

く
に
お 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
大
晦
日
の
穏
や
か
な
静
寂
の
な
か
、
潟
の
水
鳥
た
ち
の
浮
寝
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
今
日
の
大
晦
日
の
潟
は
穏
や
か
で
、
さ
ざ
波
が
光
る
中
水
鳥
た
ち
も
眠
っ
て
い
る
よ
う
。
来
る
年
が 

穏
や
か
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
・
・
・
そ
ん
な
想
い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

年
賀
状
す
つ
か
り
束
の
薄
く
な
り 

 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
既
に
年
賀
状
の
使
命
は
終
わ
っ
た
感
あ
り
。 

雪
女
萬
代
橋
を
わ
た
り
来
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
今
年
は
例
年
に
較
べ
雪
が
多
い
新
潟
市
。
誘
わ
れ
て
雪
女
が
彷
徨
い
出
た
の
か
。 

五
郎
太
さ
ん
・
・
１
０
０
年
近
い
歴
史
を
持
つ
長
い
橋
。
雪
が
降
る
中 

を
女
性
が
歩
い
て
く
る
。
一
幅
の
絵
で
す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
こ
れ
は
傑
作
。
今
年
は
大
雪
の
新
潟
、
雪
女
市
内
に
ま
で
登
場
と
い
う
次
第
。 

 

四
点
句 

裸
木
と
な
り
て
矜
恃
の
深
ま
り
ぬ 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
木
の
葉
が
落
ち
る
よ
う
に
人
は
年
老
い
、
飾
り
を
捨
て
ま
す
。
そ
こ
に
誇
り
が
見
ら
れ
ま
す
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
ま
だ
ま
だ
こ
の
境
地
に
は
至
り
ま
せ
ん
が
、
至
り
た
い
で
す
。 

読
初
や
を
さ
な
ご
膝
に
「
ぐ
り
と
ぐ
ら
」 

 
 
 
 

康
敏 

 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
俳
句
は
リ
ズ
ム
が
大
事
な
要
素
で
す
ね
。
そ
れ
に
ピ
タ
リ
！
つ
い
十
何
年
か
前
ま
で
私
も
毎
日
こ
う
し 

て
い
ま
し
た
。 



  

5 

 

恐
る
恐
る
値
札
確
か
め
春
キ
ャ
ベ
ツ 

 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
最
近
の
キ
ャ
ベ
ツ
の
異
常
な
程
の
値
上
が
り
を
面
白
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

一
人
居
の
母
に
持
た
せ
る
節
料
理 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

 

亜
也
さ
ん
・
・
・
気
遣
う
心
ば
え
が
し
み
じ
み
と
し
て
素
晴
ら
し
い
。 

初
春
や
富
士
玲
瓏
と
湖
に
立
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
下
五
で
戴
き
ま
し
た
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
こ
の
光
景
は
日
本
人
は
も
と
よ
り
外
国
人
に
と
っ
て
も
感
動
的
な
景
色
だ
と
思
い
ま
す
。 

天
使
ら
の
囁
き
の
ご
と
氷
霧
舞
ふ 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
シ
ャ
ラ
シ
ャ
ラ
と
い
う
音
が
あ
ち
こ
ち
で
聞
こ
え
ま
す
。
天
使
の
囁
き
、
い
い
表
現
で
す
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
幻
想
的
な
世
界
が
拡
が
り
ま
す
ね
。 

カ
ン
カ
ン
と
凍
む
る
靴
音
巴
里
の
路
地 

 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
パ
リ
の
路
地
は
石
畳
が
多
く
、
カ
ン
カ
ン
と
の
靴
音
は
面
白
い
表
現
。 

昇
さ
ん
・
・
・
・
底
冷
え
の
パ
リ
の
石
畳
の
路
地
を
カ
ン
カ
ン
と
靴
音
が
鳴
り
響
き
ま
す
。
パ
リ
と
言
え
ば
ダ
ン
ス
の 

カ
ン
カ
ン
を
想
起
さ
せ
面
白
い
句
に
な
り
ま
し
た
。 

江
戸
か
ら
の
処
方
箋
か
な
玉
子
酒 

 
 
 
 
   

 

盛
雄 

 
 
 

 

三
点
句 

初
芝
居
気
合
を
こ
め
て
大
向
ふ 

 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・ 

新
年
、
清
々
し
い
大
き
な
声
が
い
い
で
す
ね
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
あ
の
人
が
気
合
を
込
め
た
ら
、
又
パ
リ
に
呼
ば
れ
ま
す
よ
！ 

冬
銀
河
へ
昇
る
硝
子
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー 

 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
チ
ャ
ー
リ
ー
一
家
の
乗
っ
た
ガ
ラ
ス
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工
場
に
行
く
筈
が
、
操
作 

を
誤
っ
て
宇
宙
へ
飛
び
出
す
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
硝
子
張
り
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
昇
っ
て
い
く
様
子
、
ぴ
っ
た
り
の
表
現
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

む
さ
さ
び
の
翔
ん
で
闇
夜
を
引
き
裂
き
ぬ 

 
 
 
 

孤
舟 
 
 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
む
さ
さ
び
の
機
敏
な
動
き
が 

鮮
や
か
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
む
さ
さ
び
が
滑
空
し
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
は
な
い
が
、
闇
夜
を
引
き
裂
く
で
臨
場
感
が
。 

初
釜
や
穏
や
か
な
日
々
願
ひ
つ
つ 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
今
年
も
穏
や
か
な
一
年
を
願
う
気
持
ち
、
同
じ
思
い
で
す
。 

蔵
の
扉
に
空
襲
の
跡
水
仙
花 

 
 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
蔵
の
扉
に
八
十
年
前
の
大
空
襲
の
傷
跡
。
今
年
も
傍
ら
に
清
楚
な
水
仙
が
咲
い
た
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
空
襲
と
水
仙
花
の
取
り
合
わ
せ
、
ど
ち
ら
の
存
在
を
も
際
立
た
せ
て
い
ま
す
ね
。 

福
笹
の
千
両
箱
の
軽
き
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

康
敏 

 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
最
近
の
物
価
上
昇
に
よ
り
千
両
箱
も
軽
く
な
っ
た
と
の
面
白
い
世
相
表
現
。 

三
恵
さ
ん
・
・
・
恥
ず
か
し
な
が
ら
「
福
笹
」
を
初
め
て
し
り
ま
し
た
。
調
べ
た
と
こ
ろ
笹
に
縁
起
物
を
つ
け
て
、
ご
利
益
を 

授
か
る
神
事
と
か
。
千
両
箱
は
御
大
層
で
す
が
、
な
ん
だ
か
素
朴
な
庶
民
の
夢
が
愛
お
し
く
な
り
ま
し
た
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
当
た
り
前
で
い
な
が
ら
味
の
あ
る
馬
鹿
馬
鹿
し
さ
。 

駄
目
で
す
と
医
者
に
べ
も
な
く
冬
の
旅 

 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
特
に
寒
い
時
期
の
旅
は
危
険
で
す
か
ら
、
当
然
で
し
ょ
う
。 

冬
の
陽
の
金
継
グ
ラ
ス
に
虹
醸
す 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
金
箔
に
成
っ
た
り 

多
芸
な
活
躍 

冬
季
の
太
陽
も
宝
も
の
。
何
時
だ
っ
て❮

O
h

 S
o
le

 M
io

!❯

で
は
あ
り 

ま
す
け
ど
。 
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二
日
三
日
箱
根
駅
伝
見
て
過
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・「
山
の
神
」
に
負
け
た
母
校
。
捲
土
重
来
。「
年
明
け
は
箱
根
駅
伝
見
て
暮
ら
す
」
で
も
。 

 

二
点
句 

志
ん
朝
のyou

tube

見
て
初
笑
い 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
良
い
初
笑
い
だ
っ
た
の
で
は
。
志
ん
朝
さ
ん
は
好
き
な
落
語
家
。
早
す
ぎ
ま
し
た
。 

今
が
旬
鰤
大
根
の
夕
餉
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
濃
い
目
に
煮
た
大
根
が
ま
た
美
味
し
そ
う
で
す
。 

丹
波
路
の
闇
深
け
れ
ば
牡
丹
鍋 

 
 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
江
戸
時
代
か
ら
続
く
老
舗
が
あ
る
と
い
う
、
温
か
く
美
味
し
い
牡
丹
鍋
、
ど
れ
ほ
ど
旅
人
の
心
身
を 

癒
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
中
七
の
、
丹
波
路
の
闇
、
な
に
や
ら
剣
呑
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
白
黒 

映
画
を
観
る
よ
う
で
。 

待
つ
う
ち
に
心
清
ま
る
除
夜
詣 

 
 
 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 

 

百
合
子
さ
ん
・
・
鐘
を
打
つ
順
番
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
い
つ
し
か
周
囲
の
声
が
消
え
、
心
が
澄
ん
で
く
る
こ
の
感
じ
、 

何
回
か
経
験
し
ま
し
た
。 

新
調
の
前
掛
け
亭
主
女
正
月 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

堂
哉 

 
 
 

 
 

 

※
句
会
に
て
：
一
般
的
に
女
正
月
の
読
み
は
「
お
ん
な
し
ょ
う
が
つ
」。
小
正
月
「
こ
し
ょ
う
が
つ
」
と
し
た
ら
如
何 

か
と
の
話
に
な
り
ま
し
た
。 

雪
時
雨
受
け
て
た
た
ず
む
五
重
の
塔 

 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
雪
時
雨
の
な
か
、
毅
然
と
立
ち
尽
く
す
五
重
塔
。 

 
 
 

※
尚
、
句
に
あ
る
「
五
重
の
塔
」
の
「
の
」
は
不
要
。 

初
雪
の
深
み
を
見
る
に
恐
れ
増
し 

 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
青
森
で
は
３
メ
ー
ト
ル
超
の
雪
が
正
月
に
降
り
ま 

し
た
。
自
然
の
力
は
偉
大
で
す
。 

脳
ト
レ
と
万
歩
に
励
む
去
年
今
年 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
心
意
気
壮
快
で
す
。
頑
張
っ
て
下
さ
い
。 

壷
に
挿
す
梅
綻
ぶ
や
松
の
内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
松
の
内
だ
と
い
う
の
に
、
暖
房
の
部
屋
の
梅
は
綻
び
出
し
た
。「
松
の
内
」
が
主
季
語
で
季
重
な
り
は 

氣
に
な
ら
な
い
。 

人
の
世
に
祈
ぎ
事
多
し
初
恵
比
須 

 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
本
当
に
神
様
に
お
願
い
し
た
き
こ
と
が
あ
り
過
ぎ
で
す
、
今
の
世
の
中
。 

 

一
点
句 

や
り
切
っ
た
オ
ー
ル
早
稲
田
の
ラ
ガ
ー
善
戦
す 

 

紀
久
男 

 
 

 

隆
さ
ん
・
・
・
・
親
族
の
女
婿
に
慶
大
ラ
グ
ビ
ー
部
監
督
が
い
た
。
応
援
し
た
い
。 

 
 
 

「
よ
く
や
っ
た
オ
ー
ル
早
大
ラ
ガ
ー
マ
ン
」
で
も
。 

書
初
し
硯
を
洗
い
心
も
洗
う 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

忠
彦 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・「
硯
を
洗
う
」
と
「
心
を
洗
う
」。
成
程
。「
書
初
め
の
硯
を
洗
ふ
心
を
洗
ふ
」
で
も
。 

年
の
瀬
や
急
に
旅
立
つ
無
情
か
な 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
旧
臘
二
人
の
方
か
ら
服
喪
中
の
お
知
ら
せ
を
い
た
だ
い
た
。「
無
情
か
な
師
走
に
届
く
訃
報
の
知
ら
せ
」 

で
も
。 

 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・「
や
・
か
な
」
の
切
字
の
併
用
は
意
味
が
分
散
す
る
の
で
タ
ブ
ー
。
そ
し
て
、
無
情
は
無
常
で
は
。 

「
年
の
瀬
に
急
ぎ
旅
立
つ
無
常
か
な
」 
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新
年
会
ワ
イ
ン
に
洋
風
和
風
消
え 

 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

正
明
さ
ん
・
・
・
僕
も
晩
酌
は
ど
ん
な
料
理
で
も 

ワ
イ
ン 

30

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
で
す
。
ワ
イ
ン
の
質
が
年
毎
に
上
が 

り
、
ど
ん
な
料
理
に
も
合
う
か
ら
で
す
。
時
代
で
し
ょ
う
か
。 

三
が
日
和
服
襟
巻
き
賽
銭
を 

 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
せ
め
て
正
月
は
和
服
で
初
詣
で
、
下
五
が
愉
し
い
句
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。 

 
 

※
孤
舟
選
者
・
・
「
三
が
日
」
と
「
襟
巻
」
が
季
重
な
り
で
す
ね
。 

冬
の
虹
濃
き
朝
焼
け
に
呼
ば
れ
し
や 

 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

 
 

※
孤
舟
選
者
・
・
・「
冬
の
虹
」（
冬
）
と
「
朝
焼
け
」（
夏
）
の
季
重
な
り
で
す
。 

牡
丹
焚
く
紅
樓
夢
な
ら
黛
玉
で 

 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

 

※
亜
也
さ
ん(

自
解
を
お
願
い
致
し
ま
し
た)

・
・
牡
丹
の
枯
れ
枝
を
供
養
の
た
め
に
焚
く
行
事
が
あ
る
と
知
り
、
ふ
と
連 

想
し
た
の
が
、
紅
楼
夢
。
映
像
で
も
落
花
の
汚
れ
る
の
を
憐
ん
で
ヒ
ロ
イ
ン
（
林
黛
玉
）
が
掃
き
集
め
て
埋
め
る 

名
場
面
。
永
井
荷
風
も
愛
し
た
シ
ー
ン
の
よ
う
で
す
。 

ご
参
考
：h

ttp
://b

u
n

g
o
n

o
so

n
o
.o

r.jp
/sh

iso
ro

/k
a

to
0

7
.h

tm
 

（
執
筆
：
加
藤
漱
平
） 

正
月
や
ボ
ー
ル
蹴
る
音
よ
く
響
く 

 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
晴
れ
渡
っ
て
乾
燥
し
き
っ
た
空
気
は
、
音
を
伝
え
や
す
く
な
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

※
※
※
※
※
※
※
※
※ 

《
ご
参
考
：
季
語
「
か
も
め
」》 

「
朝
凪
の
瀬
戸
に
舞
い
く
る
か
も
め
か
な
」
・
・
・
今
回
は
得
点
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
中
で
「
か
も
め
」
の

季
語
に
就
い
て
、
句
会
に
て
選
者
か
ら
留
意
し
た
い
、
と
の
ご
注
意
が
あ
り
ま
し
た
。
同
時
にONE POI

NT

と
し
て
康
敏
さ
ん

か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
ま
ま
ご
参
考
に
供
し
ま
す
。 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
朝
凪
は
夏
、
か
も
め
は
冬
の
季
語
。
季
重
な
り
で
す
。
従
来
、「
冬
か
も
め
」
は
冬
の
季
語
、「
か
も

め
」
は
無
季
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
冬
鳥
な
の
で
最
近
の
歳
時
記
で
は
「
か
も
め
」
だ
け
で
冬
の
季
語
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

尚
、
海
水
浴
で
見
ら
れ
る
は
、
留
鳥
の
海
猫
で
夏
の
季
語
（
一
部
歳
時
記
で
は
、
春
の
季
語
）
で
す
。 

 

     

     

     

     

     

     

 

【
次
回
青
葉
会
予
定
】 

二
月
青
葉
会 

二
月
二
十
七
日(

木)
 

十
三
時
よ
り 

世
田
谷
区
施
設
し
ゃ
れ
な
あ
ど 

６
階
ス
ワ
ン 

 
 
 
 
 
 

当
季
雑
詠 

 

ご
出
席
の
方
は
５
句
、
ご
投
句
の
方
は
２
句
を
目
処
に 

 
 
 
 
 
 

ご
出
句
締
切 

二
月
二
十
二
日(

土) 

中 

※
締
切
り
を
半
日
前
倒
し
に
し
ま
し
た
。 

 

ご
留
意
く
だ
さ
い
。
次
々
回
は
・
・
・ 

三
月
青
葉
会 

三
月
二
十
七
西(

木)
 

十
三
時
よ
り 

世
田
谷
区
施
設
し
ゃ
れ
な
あ
ど 

６
階
ビ
ー
ナ
ス 

ご
出
句
締
切
は
三
月
二
十
二
日(

土)
 

と
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
  

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖ 

【
青
葉
会
報
】 

一
、 

一
月
初
句
会
は
、
出
席
者
数
は
普
段
ご
出
席
な
が
ら
今
回
体
調
を
崩
し
た
方
が
お
三
方
お
ら
れ
て
、
全
八
名
で
の
句

会
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
幾
分
調
整
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
珍
し
い
昇
さ
ん
の
ご
出
席
。
ま
ず
は
金
箔
入

り
の
お
酒
で
一
口
「
お
め
で
と
う
」
の
後
粛
々
と
句
会
開
始
。
披
講
も
充
分
な
時
間
を
取
り
、
丁
寧
で
明
る
く
賑
や
か
な

http://bungonosono.or.jp/shisoro/kato07.htm
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句
会
と
な
り
ま
し
た
。
結
果
は 

と
み
子
さ
ん
の
十
二
点
を
最
高
点
と
し
て
、
く
に
お
さ
ん
、
け
い
子
さ
ん
の
九
点
、 

忠
彦
さ
ん
、
孤
舟
選
者
、
け
い
子
さ
ん
の
八
点
と
続
き
ま
し
た
。 

二
、 
今
月
よ
り
、
青
葉
会
に
ご
縁
の
深
い
方
々
の
近
詠
の
欄
が
復
活
致
し
ま
し
た
。
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

三
、 

先
月
の
忘
年
会
で
は
、
今
後
の
運
営
を
考
え
て
も
、
お
若
い
方
々
を
呼
び
込
み
た
い
と
の
総
意
か
ら
、
ま
ず
は
、
特

に
お
若
い
方
か
ら
の
お
仲
間
へ
の
呼
び
か
け
を
と
、
一
昨
年
ご
入
会
の
正
己
さ
ん
に
期
待
が
集
ま
り
ま
し
た
。
併
せ
、
会

員
の
皆
さ
ま
に
改
め
て
意
識
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
致
し
ま
し
た
。
因
み
に
六
十
代
で
充
分
な
若
手
で
す
！ 

 

四
、
関
係
者
近
詠 

 

孤
舟
選
者
近
詠 

賀
状
よ
り
目
覚
め
し
蛇
の
這
ひ
出
で
来 

 
 

黒
猫
の
耳
朶
透
き
通
る
寒
の
朝 

 
 

寒
暁
や
生
み
た
て
卵
こ
つ
と
割
る 

 
 

文
豪
の
好
み
し
湯
宿
雪
月
夜 

 
 

寒
柝
の
遠
ざ
か
り
ゆ
き
闇
深
む 

 

関
係
者
近
詠 

新
米
へ
わ
づ
か
な
釣
り
を
祝
儀
と
す 

 
 

眞
希
子 

 
 

幾
た
び
も
前
の
頁
を
繰
る
夜
長 

 
 

 
 

 
 

青
史
（
陽
亮
） 

曼
珠
沙
華
不
在
地
主
の
顔
知
ら
で 

 
 
 
 
 

仝 
 
 

星
流
れ
柱
に
残
る
丈
比
べ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

夕
刊
の
配
達
廃
止
夜
長
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

高
い
高
い
に
興
ず
る
親
嬰
（
お
や
こ

）
秋
夕
焼 

 
 

仝 

曲
り
角
違
へ
ど
夫
婦
秋
の
風 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

納
骨
に
不
意
の
嗚
咽
や
秋
桜 

 
 
 
 
 
 
 

 

仝 

更
待
の
う
ど
ん
屋
の
壁
讃
岐
の
図 

 
 
 
 

弘
子 

 
 

秋
の
雲
ジ
ャ
ン
バ
ル
ジ
ャ
ン
と
ジ
ャ
ベ
ー
ル
と 

 

仝 

禁
苑
を
え
つ
さ
も
つ
さ
と
と
こ
よ
む
し 

 
 
 

仝 
 
 

南
瓜
煮
る
耳
に
モ
ル
ダ
ウ
新
世
界 

 
 
 
 
 

 

仝 

川
を
聞
く
二
十
二
夜
碑
や
曼
珠
沙
華 

 
 
 
 

仝 
 
 

夜
な
べ
し
て
妻
の
ゐ
ぬ
こ
と
い
ま
さ
ら
に 

 
 
 

仝 

背
文
字
掠
れ
し
秩
父
事
件
史
鵙
鋭
声
（
と
ご
ゑ

） 

仝 

秋
霖
の
草
叢
（
そ
う
そ
う
）

雀
の
濃
き
頭 

 
  

 

仝 

斎
も
せ
ず
散
会
背
高
泡
立
草 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

ち
よ
ん
と
打
つ
ア
ス
テ
リ
ス
ク
や
き
り
ぎ
り
す 

仝 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
―
―
―

森
の
座 

横
澤
放
川
（
日
経
俳
壇
選
者
）
選 

一
月
号―

―
―
 

  

一
年
中
休
日
の
身
や
初
暦 

 
 
 
 
 

 
 

盛
雄 

去
年
か
ら
の
疲
れ
を
抱
い
て
寝
正
月 

 
 
 
 

仝 

初
場
所
や
負
け
て
一
礼
口
固
む 

 
 
 
 
 
 

仝 

冬
空
に
吼
え
る
草
原
力
士
か
な 
 
 
 
 
 
 

仝 

湯
豆
腐
や
木
の
家
に
棲
み
胡
坐
か
く 

 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―

き
さ
ら
ぎ―

―
―
 

  

令
和
七
年
二
月
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
了
） 


